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(57)【要約】
【課題】表示品質の劣化を抑制することができる有機Ｅ
Ｌ表示パネルを提供すること。
【解決手段】本発明にかかる有機ＥＬ表示パネル１００
は、表示領域１１８に陽極１０２、有機層１０４、陰極
１０５が順次積層された画素１を有するものである。そ
して、画素１に対応する位置に開口部１１５を有し、表
示領域１１８外にて開口部１１５に隣接して形成された
ダミー開口部１１６を有する絶縁層１０３と、絶縁層１
０３上にて陰極１０５を分離するために設けられる隔壁
１１１と、ダミー開口部１１６の画素１と反対側に設け
られ、隣り合う隔壁１１１を接続する隔壁接続部１１２
とを備えるものである。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示領域に第１の電極、有機層、第２の電極が順次積層された画素を有する有機ＥＬ表
示パネルであって、
　前記画素に対応する位置に開口部を有し、表示領域外にて前記開口部に隣接して形成さ
れたダミー開口部を有する絶縁層と、
　前記絶縁層上にて前記第２の電極を分離するために設けられる隔壁と、
　前記ダミー開口部の前記画素と反対側に設けられ、隣り合う前記隔壁を接続する隔壁接
続部とを備える有機ＥＬ表示パネル。
【請求項２】
　前記ダミー開口部に前記有機層が形成されている請求項１に記載の有機ＥＬ表示パネル
。
【請求項３】
　前記隔壁接続部から前記ダミー開口部に隣接する前記開口部までの距離が前記画素の大
きさと略同じである請求項１又は２に記載の有機ＥＬ表示パネル。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は有機ＥＬ表示パネルに関し、例えば隣接する隔壁を接続する隔壁接続部が設け
られた有機ＥＬ表示パネルに関する。
【背景技術】
【０００２】
　有機ＥＬ素子は有機ＬＥＤ素子とも呼ばれ、陽極と陰極とで有機発光材料を含む有機層
を挟持する構成を備え、両電極間に電流を供給することにより発光する。具体的には、対
向する電極から注入された正孔および電子が発光層内で結合し、そのエネルギーで発光層
中の有機発光材料を励起させ、有機発光材料に応じた色の発光を行う。このような有機Ｅ
Ｌ素子を有する有機ＥＬ表示パネルは自己発光表示パネルであるため、視野角が広く、応
答速度が速い。また、バックライトが不要であるため、薄型軽量化が可能である。これら
の理由から、近年、有機ＥＬ表示パネルは、液晶表示パネルに代わる表示パネルとして注
目されている。
【０００３】
　このような有機ＥＬ素子を構成する有機材料は、物理的もしくは化学的に見て不安定な
もので、特に、水分に対して、非常に敏感である。このため、有機ＥＬ表示パネル内に侵
入した水分により、画素の発光面積が縮小し、ダークフレームと呼ばれる暗部を形成する
ことが知られている。そこで、一般的に、有機ＥＬ表示パネルにおいては、有機ＥＬ素子
等が配置された素子基板に捕水材が配置された封止基板を接着材を介して貼り合わせるこ
とによって封止している。これにより、有機ＥＬ素子が外気から遮断され、捕水材によっ
て水分が吸収される。しかしながら、このように封止を施しても、実際には外部から画素
を構成する有機層に浸入する水分を完全に除去することはできない。
【０００４】
　このような問題を解決するために、例えば特許文献１の技術が開示されている。特許文
献１に記載の技術では、有機ＥＬ素子を封止膜等によって覆い、外部から水分が浸入する
のを防止している。
【０００５】
　また、有機ＥＬ表示パネルは、隔壁によって有機ＥＬ素子上の陰極が分離配置されてい
る。このため、隔壁に欠陥が生じた場合、欠陥が生じた隔壁に隣接する陰極が短絡してし
まう。これにより、特定の画素が発光しなくなったり、電流のほとんどすべてが短絡して
いる部分を流れることによって素子全体が発光しなくなることがある。
【０００６】
　このような問題を解決するために、例えばコモンラインの反引き出し側において最端の
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画素のすぐ横に隔壁接続部を設ける方法がある。このような隔壁接続部は、表示領域外に
形成される。なお、コモンラインとは、隣接する隔壁によって分断される領域をいう。一
般的に、隔壁及び陰極は、表示領域外にも形成される。このため、表示領域外においても
、隔壁の欠陥による短絡が生じる。そこで、隣接する隔壁を接続する隔壁接続部を隔壁と
同工程で形成する。その後、陰極材料を蒸着等する際に、隔壁接続部によって、コモンラ
インが分断される。つまり、コモンラインが陰極と、陰極として機能しない導電膜とに分
断される。これにより、隔壁接続部の外側において、隔壁の欠陥が生じても陰極とは分断
されているので、隣接する陰極間で短絡が生じない。なお、隔壁接続部は、表示領域外に
おいて、表示領域のできるだけ近くに形成するのが好ましい。これにより、短絡をより防
ぐことができる。
【０００７】
　このように、表示領域の近くに隔壁接続部が形成される場合、図３に示されるように、
隔壁接続部１１２に近接する画素１のダークフレーム２の成長幅が大きくなってしまう。
つまり、コモンラインの反取り出し側最端の画素１の有機層に水分が多く侵入してしまう
。図３は、ダークフレームの成長を示した図である。隔壁接続部１１２が設けられる場合
、陰極が隔壁接続部１１２によっても分断される。このため、外部からの水分が分断され
た陰極の隙間から浸入する。隔壁接続部１１２と画素１の間にも絶縁層が形成されている
ので、絶縁層をつたって画素１内の有機層に水分が侵入し、ダークフレーム２が成長する
。なお、絶縁層は、吸湿速度は遅く、伝わるまでには時間がかかるが、伝われば確実にダ
ークフレーム２は成長する。このように、隔壁１１１、隔壁接続部１１２によって分断さ
れた陰極の隙間から侵入した水分が、絶縁層をつたって、図３中の画素１の上下から浸入
する。また、隔壁接続部１１２に近接する画素１の場合、隔壁接続部１１２側、つまり図
３中の画素１の右からも水分が浸入する。すなわち、図３に示された矢印方向に水分が浸
入する。このように、隔壁接続部１１２に近接する画素１は、それ以外の画素１に比べて
、ダークフレーム２の成長幅が大きい。このため、隔壁接続部１１２に近接する画素１が
それ以外の画素１に比べて暗く表示される等の問題が生じ、表示品質が劣化する。
【特許文献１】特開２００３－２１７８２９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　ここで、特許文献１に記載の技術では、全体の画素に対して、水分の浸入を抑制するの
で、上記の問題が解決できない。つまり、全体的にダークフレーム２の成長を抑制するこ
とができても、隔壁接続部１１２に近接する画素１がそれ以外の画素１に比べて暗く表示
されることを抑制することができない。
【０００９】
　本発明は、上記問題点に鑑みてなされたものであり、表示品質の劣化を抑制することが
できる有機ＥＬ表示パネルを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明にかかる有機ＥＬ表示パネルは、表示領域に第１の電極、有機層、第２の電極が
順次積層された画素を有する有機ＥＬ表示パネルであって、前記画素に対応する位置に開
口部を有し、表示領域外にて前記開口部に隣接して形成されたダミー開口部を有する絶縁
層と、前記絶縁層上にて前記第２の電極を分離するために設けられる隔壁と、前記ダミー
開口部の前記画素と反対側に設けられ、隣り合う前記隔壁を接続する隔壁接続部とを備え
るものである。これにより、表示品質の劣化を抑制することができる。
【００１１】
　また、上記の有機ＥＬ表示パネルであって、前記ダミー開口部に前記有機層が形成され
ていてもよい。これにより、有機ＥＬ表示パネル内に侵入した水分が有機層によって吸収
されるため、表示品質の劣化を抑制する効果が高くなる。
【００１２】
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　そして、上記の有機ＥＬ表示パネルであって、前記隔壁接続部から前記ダミー開口部に
隣接する前記開口部までの距離が前記画素の大きさと略同じであってもよい。このような
場合に、ダミー開口部を設けないと、有機ＥＬ表示パネル内に侵入した水分が画素に侵入
し、表示品質が劣化する。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、表示品質の劣化を抑制することができる有機ＥＬ表示パネルを提供す
ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
実施の形態．
　本実施の形態にかかる有機ＥＬパネルの構成について、図１及び図２を参照して説明す
る。図１は、有機ＥＬ素子の構成を示す断面図である。図２は、有機ＥＬ表示パネル１０
０の有機ＥＬ素子が形成されている素子基板を示す平面図である。図１及び図２において
、同一の要素には同一の符号を付している。
【００１５】
　図１及び図２に示すように、有機ＥＬ表示パネル１００は、素子基板１０１、陽極１０
２、絶縁層１０３、有機層１０４、陰極１０５、封止基板１０６、陽極補助配線１０７、
陽極接続端子１０８、陰極補助配線１０９、陰極接続端子１１０、隔壁１１１、隔壁接続
部１１２、捕水材１１３、接着材１１４、開口部１１５、ダミー開口部１１６、有機ＥＬ
素子１１７、表示領域１１８、ＴＣＰ１１９、ＡＣＦ１２０、導電膜１２１、円偏光板１
２２を有している。なお、図１（ａ）における断面図は、図２の素子基板１０１に封止基
板１０６を貼り合わせた後のＡ－Ａ断面図である。また、図１（ｂ）における断面図は、
図２の素子基板１０１に封止基板１０６を貼り合わせた後のＢ－Ｂ断面図である。
【００１６】
　素子基板１０１は、ガラスなどからなる透明な矩形状の平板部材である。第１の電極で
ある陽極１０２は、ＩＴＯ（Indium Tin Oxide）などの透明性導電材料からなり、素子基
板１０１上に形成されている。図２に示すように、複数の陽極１０２は、一定間隔を隔て
てそれぞれ平行に形成される。また、素子基板１０１上には、それぞれの陽極１０２に延
設された陽極補助配線１０７及び陽極補助配線１０７の端部に配置される陽極接続端子１
０８が設けられる。
【００１７】
　また、素子基板１０１上には、後述するそれぞれの陰極１０５に接続された陰極補助配
線１０９及び陰極補助配線１０９の端部に配置された陰極接続端子１１０が設けられる。
陰極１０５は陽極１０２に対し垂直方向に設けられ、それぞれは平行に形成される。そし
て、陰極１０５は複数設けられ、複数の陽極１０２と交差する。陰極補助配線１０９は陰
極１０５に対応して形成される。ここでは、陰極補助配線１０９が陰極１０５の左右交互
に形成され、千鳥配線となっている。従って、図２中の１ライン目及び３ライン目では、
陰極１０５の左側に陰極補助配線１０９が形成され、図２中の２ライン目では陰極１０５
の右側に陰極補助配線１０９が形成される。ここで、陰極補助配線１０９が設けられてい
る側を取り出し側、陰極補助配線１０９が設けられていない側を反取り出し側とする。陰
極補助配線１０９、陰極接続端子１１０は、接続部の低抵抗化のために金属材料から形成
される。なお、図１（ｂ）では、陽極補助配線１０７及び陽極接続端子１０８を陽極１０
２から延設される構成としたが、陽極補助配線１０７、陽極接続端子１０８を別途設け、
接続部の低抵抗化のために金属材料から形成してもよい。
【００１８】
　陽極１０２、陰極補助配線１０９、陰極接続端子１１０が形成された素子基板１０１上
には、絶縁層１０３が形成される。絶縁層１０３は、陽極１０２と後述する陰極１０５と
の絶縁を確保するために設けられる。絶縁層１０３は、ポリイミドなどの絶縁材料からな
る。絶縁層１０３には、陽極１０２と陰極１０５との交差位置、すなわち画素となる位置
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に対応して開口部１１５が設けられている。つまり、絶縁層１０３は、有機層１０４と陽
極１０２とが接触する開口部１１５を画定する役割を果たしている。この開口部１１５に
対応する位置が画素となる。そして、複数の画素から構成される領域が、表示領域１１８
となる。
【００１９】
　さらに、絶縁層１０３には、ダミー開口部１１６が設けられている。ダミー開口部１１
６は、後述する隔壁接続部１１２と開口部１１５、つまり隔壁接続部１１２と画素の間に
設けられる。すなわち、ダミー開口部１１６は、隔壁接続部１１２側（反取り出し側）の
最端の開口部１１５に隣接して設けられる。このダミー開口部１１６は、開口部１１５と
異なり、陽極１０２が形成されていない。つまり、画素のように発光せず、ダミー画素と
なる。このダミー画素及びダミー開口部１１６は、表示領域１１８外に設けられる。なお
、ダミー開口部１１６は、開口部１１５と略同じ大きさとなっている。すなわち、ダミー
開口部１１６は、１画素の大きさと略同じ大きさとなっている。また、取り出し側におい
て、絶縁層１０３には、陰極１０５と陰極補助配線１０９とを電気的に接続するためのコ
ンタクトホールが設けられている。なお、絶縁層１０３は、後述する導電膜１２１よりも
広い範囲に形成される。
【００２０】
　絶縁層１０３上には、隔壁１１１、隔壁接続部１１２が形成される。隔壁１１１及び隔
壁接続部１１２は、分離される陰極１０５を形成するため、陰極１０５を蒸着などにより
形成する前に所望のパターンに形成される。隔壁１１１は、陽極１０２に対し垂直に、陰
極１０５に対して平行に設けられる。つまり、隔壁１１１は隣接する陰極１０５間に設け
られる。隔壁接続部１１２は、コモンラインにおいて、陰極１０５と表示領域１１８外に
ある電極として不要な導電膜１２１とを電気的に分断するために形成される。ここで、コ
モンラインとは、それぞれの陰極１０５の両側に形成される隔壁１１１によって分割され
た領域のことである。隔壁接続部１１２は、隣接する隔壁１１１を接続するように、導電
膜１２１の形成領域に設けられ、コモンラインを複数の領域に分割する。ここでは、隔壁
接続部１１２を陰極補助配線１０９が設けられていない反取り出し側に設けられている。
なお、隔壁接続部１１２は、表示領域１１８外において、表示領域１１８に近接する位置
に形成される。ここでは、隔壁接続部１１２からダミー開口部１１６に隣接する開口部１
１５までの距離が画素の大きさと略同じ（例えば、１００μｍ程度）となっている。そし
て、隔壁接続部１１２は、ダミー開口部１１６の画素と反対側に設けられている。これに
より、隔壁接続部１１２の外側において、隔壁の欠損あるいは異物等によって、隣接する
コモンラインが短絡しても、陰極１０５とは分断されているため、表示に影響が及ぼされ
ない。隔壁１１１及び隔壁接続部１１２は、陰極１０５の分離をより確実なものとするた
め、逆テーパ構造を有している。すなわち、素子基板１０１から離れるにつれて、断面が
広がるように形成される。
【００２１】
　有機層１０４は、一般的な、正孔注入層、正孔輸送層、発光層、電子輸送層、電子注入
層などを順次積層した構成を有している。有機層１０４は、前述した陽極１０２、絶縁層
１０３、隔壁１１１の上に、所定の大きさで配置される。
【００２２】
　第２の電極である陰極１０５は、光反射性を有するアルミニウム（Ａｌ）などの導電性
材料からなり、有機層１０４上に設けられる。陰極１０５は、隔壁１１１によって分離さ
れるため、隔壁１１１の間に配設される。また、コモンライン上に隔壁接続部１１２があ
る場合は、陰極１０５は、隔壁接続部１１２によっても分離される。また、陽極１０２と
陰極１０５とが交差する位置が画素となる。有機ＥＬ素子１１７は、素子基板１０１上に
順次積層された陽極１０２、有機層１０４、陰極１０５を備える。そして、陰極１０５と
分断された導電膜１２１は、陰極１０５の外側、つまり表示領域１１８外に形成される。
さらに、導電膜１２１は、隔壁１１１と隔壁接続部１１２の上にも形成される。
【００２３】
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　また、ダミー画素には、素子基板１０１上に順次積層された有機層１０４、陰極１０５
を備える。上記のように、陽極１０２が形成されていないので、画素として機能しない。
なお、ダミー画素は、上記の構成に限らず、有機層１０４、陰極１０５がなくてもよい。
また、ダミー画素は、陽極１０２と電気的に分断されていれば、陽極材料であるＩＴＯ等
が形成されていてもよい。つまり、ダミー画素は、画素として機能しなければ、どのよう
な構成になっていてもよい。なお、ダミー画素は、本実施の形態のように、有機層１０４
が形成されているのが好ましい。つまり、ダミー開口部１１６に有機層１０４が形成され
ているのが好ましい。これにより、有機層１０４が水分を吸収し、画素を構成する有機層
１０４の劣化を抑制する効果が向上する。
【００２４】
　カラーフィルタ層（不図示）は、陽極１０２と視認側の素子基板１０１との間に形成さ
れていてもよい。その場合、カラーフィルタ層は、Ｒ（赤）、Ｇ（緑）、Ｂ（青）の各色
に着色された着色層と、着色層の間に配置される遮光層とを有している。各画素は、順次
積層されたカラーフィルタ層、陽極１０２、有機層１０４及び陰極１０５を備えている。
【００２５】
　封止基板１０６は、パネル中に水分や酸素が入らないように設けられる。封止基板１０
６としては、ステンレス鋼、Ａｌ又はその合金などの金属類のほか、ガラス、アクリル系
樹脂などの１種類又は、２種類以上からなるものを使用することができる。封止基板１０
６の画素に対向する面上には、捕水材１１３を配置するための凹部が形成されている。
【００２６】
　封止基板１０６と素子基板１０１とは、光硬化型の接着材１１４を介して固着されてい
る。接着材１１４としては、水分などの透過性の低い紫外線硬化型のエポキシ系接着材な
どを用いることができる。接着材１１４は、表示領域１１８を囲むように形成されている
。すなわち、接着材１１４は、封止基板１０６に形成されている凹部を囲む凸部に配置さ
れる。接着材１１４は、封止基板１０６と素子基板１０１とを固着し、表示領域１１８を
含む空間を封止する。すなわち、有機ＥＬ素子１１７は、素子基板１０１、封止基板１０
６、接着材１１４とで形成される気密空間に配置される。
【００２７】
　気密空間内には、画素のほか、画素への水分や酸素の影響を抑制し、安定した発光特性
を維持するための捕水材１１３が設けられている。捕水材１１３は、封止基板１０６上の
、有機ＥＬ素子１１７と対向する面に形成された凹部に設けられている。また、捕水材１
１３は、封止基板１０６に形成された凹部の内部側面と接触しないように、一定の間隔を
設けて配設されている。
【００２８】
　捕水材１１３としては、無機系の乾燥剤や、水分と反応性の高い有機金属化合物を膜状
にしたもの、さらに、フッ素系オイルからなる不活性液体中に固体の吸湿剤を混合したも
のなどを用いることができる。
【００２９】
　陽極補助配線１０７が設けられた引き出し部及び陰極補助配線１０９が設けられた引き
出し部を素子基板１０１、封止基板１０６、接着材１１４とで形成される気密空間から露
出するために、封止基板１０６は素子基板１０１よりも大きさが小さくなっている。すな
わち、陽極補助配線１０７に接続された陽極接続端子１０８及び陰極補助配線１０９に接
続された陰極接続端子１１０は、接着材１１４の外側に配置される。
【００３０】
　また、図１（ｂ）に示すように、駆動回路は、陽極接続端子１０８、陽極補助配線１０
７を介して陽極１０２と電気的に接続される。駆動回路が設けられたＴＣＰ（Tape Carri
er Package）１１９と陽極接続端子１０８又は陰極接続端子１１０とは、ＡＣＦ（Anisot
ropic Conductive Film：異方性導電膜）１２０を介して接続される。図１（ｂ）に示す
ように、陽極接続端子１０８とＴＣＰ１１９との間にＡＣＦ１２０が配置される。ＡＣＦ
１２０が、陽極接続端子１０８とＴＣＰ１１９とを物理的に固定し、さらに、ＡＣＦ１２
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０に含まれる導電粒子により陽極接続端子１０８とＴＣＰ１１９の接続配線を電気的に接
続する。なお、陰極１０５も同様に駆動回路が接続される。
【００３１】
　素子基板１０１の視認側には、円偏光板１２２が配置される。この円偏光板１２２は、
視認側から入って金属膜からなる陰極１０５によって反射される光を遮蔽し、有機ＥＬ表
示パネル１００の表示コントラストを改善するために設けられている。円偏光板１２２は
、直線偏光板とλ／４波長板とからなる。また、素子基板１０１にλ／４波長板の機能を
持たせて、直線偏光板だけを貼着するようにしてもよい。本実施の形態に係る有機ＥＬ表
示パネル１００は以上のように構成されている。
【００３２】
　そして、画素の陽極１０２と陰極１０５との間に電流を供給することによって、陽極１
０２からは正孔が、陰極１０５からは電子がそれぞれ有機層１０４に注入されて再結合す
る。その際に生ずるエネルギーにより有機層１０４内の有機発光性化合物の分子が励起さ
れる。励起された分子は基底状態に失活し、その過程において有機層１０４が発光する。
また、カラーフィルタ層は、有機層１０４からの光を選択的に透過し、所望の色の透過光
が視認側に出射する。各画素が駆動回路からの信号に従って有機層の発光量を制御するこ
とによって、表示領域１１８は画像表示を行う。
【００３３】
　上記のような有機ＥＬ表示パネル１００には、隔壁接続部１１２が設けられ、陰極１０
５が分断されている。このため、外気中の水分が接着材１１４から有機ＥＬ表示パネル１
００内部に侵入し、隔壁接続部１１２によって分断された陰極１０５の隙間に入る。ここ
で、本実施の形態では、隔壁接続部１１２と画素との間に、ダミー開口部１１６を設けて
いる。つまり、隔壁接続部１１２から画素までの間に、絶縁層１０３がない部分がある。
これにより、従来のように、水分が絶縁層１０３をつたって、画素の有機層１０４に侵入
することを抑制することができる。すなわち、水分の経路を絶つことができ、隔壁接続部
１１２側からのダークフレームの成長を抑制することができる。具体的には、隔壁接続部
１１２に近接する画素の隔壁接続部１１２側からの水分の浸入が抑制される。
【００３４】
　これにより、図３に示されたように、隔壁接続部１１２に近接する画素、すなわちコモ
ンラインの反取りだし側の最端の画素がそれ以外の画素に比べてダークフレームの成長幅
が大きくなることを抑制することができる。つまり、隔壁接続部１１２に近接する画素も
それ以外の画素もダークフレームの成長幅が略同じとなる。そして、隔壁接続部１１２に
近接する画素がそれ以外の画素に比べて、暗く表示される等の表示特性の劣化を抑制する
ことができる。つまり、均一な表示特性を得ることができ、輝度ムラを抑制することがで
きる。これにより、使用者に与える不快感を低減でき、さらに視認性を向上させることが
できる。また、画素を形成する有機層１０４に侵入する水分を抑制することができるため
、長寿命化を実現することができる。また、ダミー画素を設けても、絶縁層１０３、隔壁
接続部１１２のレイアウトを変更するだけなので、プロセス変更しなくても作製できる。
つまり、ダミー画素は、追加工程を設けることなく、画素と同一の工程で形成することが
できるため、簡便である。なお、絶縁層１０３及び隔壁接続部１１２は、絶縁層１０３及
び隔壁接続部１１２を形成する際のマスクを所望の形状にすることにより、上記のような
形状に形成することができる。また、ダミー画素は、従来の有機ＥＬ表示パネル１００の
設計内に収まるので、ダミー画素を追加しても有機ＥＬ表示パネル１００のサイズに影響
がでない。
【００３５】
　なお、本実施の形態では、千鳥配線の有機ＥＬ表示パネル１００について説明したが、
片側引き出しの構成でもよい。本実施の形態では、第１の電極を陽極１０２、第２の電極
を陰極１０５としたが、第１の電極が陰極１０５、第２の電極が陽極１０２となっている
構成でもよい。また、隔壁１１１及び隔壁接続部１１２は、上記のような形態に限られな
い。例えば、隔壁接続部１１２により接続される隔壁１１１のうち一方が、当該隔壁接続
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出し側最端の画素に近接して隔壁接続部１１２が設けられている有機ＥＬ表示パネル１０
０であれば、ダミー開口部１１６を設けることによりダークフレームの成長を抑制するこ
とができる。また、ダミー開口部１１６の大きさは、1画素の大きさと略同じになってい
なくてもよい。つまり、１画素分の大きさと同等の効果が得られる程度に１画素よりも小
さい大きさであってもよい。この場合、隔壁接続部１１２からダミー開口部１１６に隣接
する開口部１１５までの距離は、１画素のよりも小さくなっていてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００３６】
【図１】実施の形態１に係る有機ＥＬ素子の構成を示す断面図である。
【図２】実施の形態１に係る有機ＥＬ素子が形成されている素子基板を示す平面図である
。
【図３】従来のダークフレームの成長を示した図である。
【符号の説明】
【００３７】
１　画素、２　ダークフレーム、
１００　有機ＥＬ表示パネル、１０１　素子基板、１０２　陽極、
１０３　絶縁層、１０４　有機層、１０５　陰極、１０６　封止基板、
１０７　陽極補助配線、１０８　陽極接続端子、１０９　陰極補助配線、
１１０　陰極接続端子、１１１　隔壁、１１２　隔壁接続部、１１３　捕水材、
１１４　接着材、１１５　開口部、１１６　ダミー開口部、
１１７　有機ＥＬ素子、１１８　表示領域、１１９　ＴＣＰ、１２０　ＡＣＦ、
１２１　導電膜、１２２　円偏光板

【図１】 【図２】
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